


知的障がい特別支援学校用校内研修シート１ <発達障がい専門性向上研修講座から>

「学びの過程で予想される困難さを把握しよう！」






研修シートに取り組む前に　～授業づくりを行う上で押さえておきたいポイント

ポイント１　　全ての教師が障がいに関する知識や配慮等について正しい理解と認識を
深め、組織的な対応をすることが大切
基調講義から　１　～しやすい環境を整える　　　２　支援内容や教材を工夫し、成功体験に導く
３　魅力的で達成感のある授業を作る　　４　問題行動は機能に応じた対応をする
5  気持ちをコントロールする方法を学ばせる　　　６　人とつながる力を育てる
7  周囲の理解と了解度を高める

ポイント２　　障がいの種類や程度を的確に把握した上で、全ての教科等において、一人
一人の教育的ニーズに応じたきめ細かな指導や支援ができるよう、各教科等の学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図や手立てを明確にすることが必要















研修シート１の取り組み方 　～研修シートを活用するための手順～



[image: ]
① 対象とする教科を１つ決めて、基本情報を記入します。（5分）

② 授業後の児童生徒の姿を考えて、「目指す児童生徒の姿」を記入します。（5分）

③ 「目指す児童生徒の姿」から、単元等で「何ができるようになるか」、「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」について考え、記入します。（15分）



※交流を通して、変更や修正したいことがあれば、すぐに書き直しましょう。

④ 取り組む学習活動と取り組む際に予想される困難さを記入します。（15分）

⑤ 予想される困難さに対応するために考えた、手立てや支援内容、配慮事項を記入し、予想される困難さとの関係を線で結びましょう。


①
④




③

ここまで書くことができたら、
他の先生と交流しましょう。（10分）






⑤




予想される困難さから考えた手立てや支援内容、
配慮事項を他の先生と交流しましょう。（10分）

②
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